
Truffology 3 (1): 29–31 (2020)Online publication; available at: http://jats-truffles.org/truffology/

29© The Japanese Association for Tru�e Science (JATS), 2020

節足動物の中には、地下生菌と関わりの深い種が存在する （例：

Hochberg et al., 2003）。 オーストラリアにおける研究では、 地下

生菌をセンチコガネ類が摂食し、 胞子散布に関与する可能性が

示唆されている （Terry & Neale, 2010）。 また、 食用トリュフを摂

食する害虫として、 鞘翅目や双翅目などの昆虫類、 ヤスデ類な

ど様々な節足動物が報告されている （Stewart et al., 2017）。 日

本においてもスズメバチ類等がシラタマタケ Protubera nipponica 

Kobayasi を摂食することなどが知られているが （Matsuura, 

1984 ； Suetsugu et al., 2019）、 その他の節足動物による地下生

菌の菌食についての報告は少ないのが現状である。

著者らは 2019 年 12 月に、 奈良県奈良市の照葉樹林におい

て地下生菌の子実体を採集した。 その子実体内部から 2 種類

の節足動物を採集したので報告する。 また、 これらの種が実際

に摂食していたのか、 摂食が胞子に影響を及ぼすのかを確か

めるため消化管内容物を確認した。 今回報告する種以外にも、

多くの節足動物が地下生菌を摂食していると考えられるため、

本報を機に、 日本各地における地下生菌を利用する節足動物

に関する知見が集積されることを期待する。

ヒメノガステル属の 1 種　Hymenogaster aff. arenarius Tul. & C. Tul.
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（ハラタケ目 モエギタケ科 ヒメノガステル属）

シイ ・ カシ類が優占する照葉樹林のウラジロガシの樹下におい

て、 落葉を軽く掻いたところ数個の子実体を発見した （図 1A）。

子実体は直径 8 mm 程度の楕円形で、 断面を見ると外皮は黄

色味を帯びており、 グレバは迷路状に孔の開いた小膣室があり

白色であった （図 1B）。 また、 発見された子実体には古い状

態のものが多く、 正確な数はわからなかった （図 1C）。 胞子は

15–18 µm 程度で、 レモン形で先端に乳頭状突起があり表面に

粗いイボがある。 胞子外壁に包まれており、茶褐色に見える （図

1D）。 同定を折原貴道博士 （神奈川県立生命の星 ・地球博物

館　学芸員） にお願いしたところ、 マメツブタケ H. arenarius か、

それに近縁な種との同定結果を得た。 また標本は神奈川県立

生命の星 ・ 地球博物館に収蔵された （標本番号 ： KPM-NC 

28031）。

キノコバエ科の 1 種　Mycetophilidae sp.

図 2

（ハエ目キノコバエ科）

古くなった子実体内から合計 3 個体採集された （図 2A）。 キノ

コバエ類は日本各地に分布し、 キノコ類に最も普通に見られる

（青木、 2015）。 今回は幼虫個体しか得られておらず、 種まで

の同定は困難であったため、 科までの同定に留めた。 本種が

実際に H. aff. arenarius を摂食していたのかを確認するために

消化管内容物及び糞内容物を検鏡した。 その結果、 多数の胞

子が消化管内及び糞内に見られた。 またこれら胞子には外傷

はなく、正常な状態のようであった（図 2B, C）。 北林ほか（2016）

ではキノコバエ科幼虫をはじめとする多くのハエ目幼虫が複数

の菌種の胞子に物理的損傷を与えないことを示したうえで、 胞

子散布者としての可能性を示唆している。 そのため、 本種も 

H. aff. arenarius の胞子散布に関与している可能性が考えられる。
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図1． Hymenogaster aff. arenarius （KPM-NC 28031）． a：発生地の環境． b：子実体外観および断面． c：古くなった子実体． d：

担子胞子． スケール ： b, c = 5 mm; d = 10 μm

図2．Mycetophilidae sp. と消化管内容物． a：子実体を摂食する Mycetophilidae sp． b：消化管内容物． c：糞内容物．スケー

ル ： a = 5 mm; b = 100 μm; c = 50 μm
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ウスズミトビムシ　Ceratophysella denticulata Bagnall

図 3

（トビムシ目 ムラサキトビムシ科 フクロムラサキトビムシ属）

子実体内から 1 個体採集された。 Ceratophysella denticulata は

体長 2 mm 程で、世界中に広く分布する菌食性トビムシである（青

木、 2015）。 今回得られたのは 1 個体のみであったが、 この仲

間は菌類の子実体に群がることが多く、 子実体を動かした際に

何匹か逃げ出した可能性がある。 プレパラートを作成し、 消化

管内容物を検鏡したところ H. aff. arenarius の胞子が確認された

ため、 摂食していることが判明した （図 3A）。 また消化管内胞

子の一部では胞子内容物を確認しており、 外傷もないようであっ

た。 ムラサキトビムシ類は発達した臼歯を有し、 同属のカッショク

ヒメトビムシ Ceratophysella denisana Yosii を用いた実験では、 複

数の菌種の胞子を 100% に近い割合で破壊することを示し、 胞

子を分散する可能性は低いと報告している （中森、 2009）。 今

回の観察においては、 H. aff. arenarius の胞子はトビムシの摂食

による物理的損傷を受けていないように見受けられた （図 3B）。

しかし、 本観察では検体数が少なく、 また消化管内胞子も細部

まで検鏡できていないため、今後より詳細に検討する必要がある。
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図 3． Ceratophysella denticulata の消化管内容物． a ： C. denticulata の消化管内容物 （矢印）． b ： 消化管内容物 （拡大）． スケール ：

b = 10 μm

本調査を行うにあたり、 折原貴道博士には供試地下生菌の同

定をしていただいた。 この場を借りて深く御礼申し上げる。
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